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残留農薬の検査に係る輸入鯨肉の取扱いについて

輸入鯨肉の取扱いについては、「輸入鯨肉の取扱いについてJ(平成26年 9月2日付け

食安輸発0902第1号)にて、全個体について、水銀、 PCB、アノレドリン及びデイ/レドリ

ン(総和として。)及びクロルデン (cis-クロノレデン、 trans-クロノレデン及び代謝物の

オキシクロルデンの和)に係る検査の実施について指導するよう通知したところですが、

今般、残留農薬の検査に係る輸入鯨肉の取扱いについて、下記のとおり取り扱うことと

しましたので、御了知の上、御対応方よろしくお願いします。

記

アノレドリン及びデイノレドリン(総和として。)及びクロルデン (cis-クロ/レデン、 tra

ns-クロルデン及び代謝物のオキシクロノレデンの和)については、平成26年 9月 1日以

前に日本に到着した個体と同一であり、優先順位が同位又は上位の部位のモニタリング

検査が実施されている場合は、検査の指導は不要とすること。

なお、水銀及びPCBについては、引き続き従前のとおりとすること。



食安輸発0902第 1号

平成 26年 9月 2 日
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輸入鯨肉の取扱いについて

標記については、平成23年5月11日付け食安輸発0511第1号にて通知しているところ

ですが、輸入時のモニタリング検査の結果、基準値を超えるデイJレドリン及びクロルデ

ンが検出されていること、また、過去の検査実績を踏まえ、今後は下記のどおり取り扱

うこととするので対応方よろしくお願いします。

なお、平成23年5月11日付け食安輸発0511第 1号通知は、当該通知をもって廃止しま

す。

記

1.輸入居出は個体毎とし、部位(筋肉、畝須、皮、舌、尾羽、かぶら骨等)別に欄部

により届出するよう指導すること。

2.全個体について、水銀、 PCB、アJレドPン及びディノレドリン(総和として。)並

びにクロJレデン (cisークロルデン、むansークロノレデン及び代謝物のオキシクロJレデン

の和)に係る検査を、次の優先順位に従い、いずれかの部位について実施するよう指

導すること。

なお、輸入者よりあらかじめ検査該当部位の自主検査結果が提出された場合は、検

査の指導は不要在すること。

(優先順位)

水銀:①筋肉 ②舌③畝須@皮(液尾羽) ⑤かぶら骨

PCB:①皮(諜尾羽) ②畝須 ③舌 @筋肉 ⑤かぶら骨

ヌルドリン風炉イノレドリン、クロノレデン氾波戸尾羽@激須③舌@筋肉@泊、~ら骨

※尾羽については皮の検査結果をもって申1)1析する。皮の紛入がない個体については尾羽において検

査を実施する.

3.本日以降日本に到着する輸入鯨肉について、該当年度の輸入食品等モニタリング計

画に基づき、残留農薬項目の検査を実施すること。
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